
令和 5年 7月 2日 18 時開催

中小タウンミーティング 当日の質疑応答 に関する回答

※内容を「①すぐできるもの」「②時間がかかるもの」「③できないもの」に分類し、「分

類」欄に①～③の番号を記入してください。

No. 内容 分類 回答

1 船場にできる学校について、

校区編成の中で、小中一貫校

ではなく小学校とすると委

員会で決定されたと理解し

ていた。しかし、最近は施設

一体型の小中一貫校にする

と市長が説明されておられ

たが、何故方針転換をされた

のか。数年間の検討の結果を

短期間で覆すように感じら

れる。中小学校、五中なども

地域で見守ってきたが、それ

らを関連地域で検討する場

もない。教育委員会の不信感

に繋がる。このような問題

は、地域と議論してほしい。

そのような場を設けてほし

い。

③ 【子ども未来創造局 教育政策室】

本件について、不信感を招くこととなり誠に

申し訳ありません。

箕面市新改革プラン（令和 3年 2月）をきっ

かけに、教育委員会にて「新設校の校種を再検

討するべきなのか」について慎重に検討し、有

識者からの第三者評価の結果なども踏まえ、令

和 4年 11 月に「新設校の校種を再検討する」

こととしました。

校種の再検討においては、有識者や教育現場

からだけでなく、地域意見交換会にていただい

たご意見を踏まえて議論を深め、7 月 14 日の

総合教育会議において、新設校は施設一体型小

中一貫校とする方向性で検討を進めていくこ

とを市長と教育委員会で合意しました。

なお、総合教育会議の合意事項については、

7月下旬から8月上旬にかけて計6回の説明会

を行うなど、校種再検討の経緯やその必要性に

ついて周知してきました。

現在は、新設校を施設一体型小中一貫校にし

た場合の課題解消策等について検討を深めて

おり、今年度中を目標に、最終的な結論を出し

たいと考えています。

2 新市立病院の建設にあたっ

て、必要台数分の駐車場を確

保してくれるのか。現在の市

立病院の駐車場スペースで

は足りない。

② 【市立病院 新市立病院整備室】

新市立病院では立体駐車場を整備する予定

で、市の条例に基づき必要台数分を確保しま

す。

3 市役所から中小コミセンへ

通る道路について、街路樹が

伐採されている。夏は熱い

し、これがヒートアイランド

現象に繋がると思う。植樹計

画などはあるか。

③ 【みどりまちづくり部 道路整備室】

当該箇所については、まちなかの緑としての

街路樹の大切さは十分に認識しつつも、限られ

た幅員内での歩行者・自転車・車両の安全な通

行確保を目的とした整備であることから、やむ

無く街路樹を伐採したものであり、改めて植樹

する計画はありません。

4 総合調整会議で小中一貫校、 － 【子ども未来創造局 教育政策室】



小中一貫教育はどう決定さ

れたのか。

7 月 14 日に総合教育会議を開催し、教育委

員会でこれまで検討した事項や地域から出た

意見等を踏まえ、市長と教育委員会で議論を行

い、新設校は施設一体型小中一貫校にする方向

性で検討を進めていくことを両者で合意しま

した。

なお、総合教育会議に関する資料、議事概要

については本市ウェブサイトに掲載していま

す。

https://www.city.minoh.lg.jp/edupolicy/so

ugoukyouikukaigi/r5_1_sougoukyouiku.html

5 現行の箕面市教育大綱では、

小中一貫教育がよいとの記

載がある。そろそろ新しい教

育大綱を作る時期に来てい

ると思うが、現状はどうなっ

ているのか。

－ 【子ども未来創造局 教育政策室】

箕面市教育大綱の計画期間は、令和 3年度か

ら令和 6年度までの 4年間としています。その

ため、来年度には箕面市教育大綱の改定に向け

た事務手続きを行っていきます

6 教育振興基本計画を箕面市

は持っていない。教育大綱の

5年ではなく、教育振興基本

計画は 10 年間を見通して作

成すべきとなっている。箕面

市は遅れているのでは。教育

振興基本計画を作成し、小中

一貫校についても同計画内

に盛り込むべきではないか。

－ 【子ども未来創造局 教育政策室】

教育大綱は、予算権限を持つ市長と教育に関

する事務を所管する教育委員会が、協議・調整

を行い、市長が策定しています。箕面市の教育

大綱は 4カ年計画としていることから、中長期

的な視点を持ちつつ、時代の変化に柔軟に対応

した計画的な施策の推進ができていると考え

ています。そのため、現時点では教育振興計画

を策定する予定はありません。

7 小中一貫とそうでないもの

は、施設違いもあり、教育格

差が生まれる可能性がある。

それは、教育の平等性からあ

ってはならない。

－ 【子ども未来創造局 学校教育室】

箕面市としては、施設一体型と校区連携型の

両方で、９年間を見通した教育を行うことがで

きるよう、取組を進めています

例えば、小中一貫教育を推進していくために、

小中一貫教育推進連絡会を定期的に開催し、各

中学校区の単位で小中一貫教育推進目標を具

体的に設定し、目標達成に向けての校区合同研

修や校区授業研究の年間計画を立てて取り組

んでいます。

8 箕面の山のパトロール隊と

して活動しているが、山中に

大型の不法投棄物を発見し

た。作業や資金確保はパトロ

ール隊で準備するが、警察や

② 【市民部 環境整備室】

箕面の山の景観維持に日々ご尽力いただき

誠にありがとうございます。ご指摘の不法投棄

物 2箇所の現地を調査した結果、土地所有者は

国（林野庁）でした。管理する近畿中国森林管

https://www.city.minoh.lg.jp/edupolicy/sougoukyouikukaigi/r5_1_sougoukyouiku.html
https://www.city.minoh.lg.jp/edupolicy/sougoukyouikukaigi/r5_1_sougoukyouiku.html


道路閉鎖については、市から

サポートしてもらえないか。

理局京都大阪森林管理事務所に状況をお知ら

せしたところ、8月 18 日に撤去したとの連絡

がありました。引き続き箕面警察署を始め、不

法投棄防止対策に必要な関係機関との連絡調

整等を行っていきます。

9 3 年ほど前に、息子が腹痛で

市立病院で救急搬送された。

市立病院では見られない病

状と言うことで、受け入れ先

を探すこととなったが、なか

なか見つからず、看護師から

「どこか受け入れ先に心当

たりはありませんか」と逆に

聞かれ、絶句した記憶があ

る。

今は、このような状況は改善

されているのか。普段から病

院同士の情報交換しておけ

ば、非常時の際にもスムーズ

に受入れができるのではな

いか。

① 【市立病院 患者支援センター】

3年前のことであり、詳細な状況は不明です

が、満床等の理由により当院に入院でない場合

は、他院を紹介することとなります。しかしな

がら、他院に打診しても断られるケースもある

ため、かかりつけの病院がないかを確認したの

ではないかと推測されます。

他院の診療科等の情報共有については、適宜

行っており、現在は、病院職員が患者さんに転

院可能な受入先医療機関をおたずねすること

はありません。

10 市長のスライド説明で、主要

施策に対する話は理解でき

た。一方、そこに載っていな

い今の箕面市の課題はなに

かを教えていただきたい。

－ 【総務部 財政経営室】

全国的な課題ではありますが、本市において

も、高齢化に伴う社会保障関係費の増加が今後

の課題です。

また、近年の物価高騰の影響も注視していく

必要があり、財政規律を堅持しながら、これら

の対応に努めていきます。

11 箕面今宮線の桜伐採につい

ては、同意したのは一部であ

り、大多数は反対した。約

2000 通の署名も市長に提出

したが、9本中 7 本同意なく

伐採された。街路樹は、景観

だけでなく暑さ対策もある。

さくら通りは、街路樹がなく

なると交通のスピードがあ

がった。これらの出来事に市

長はどう考えるか。

② 【みどりまちづくり部 道路整備室】

市は、大木化して歩行者の通行や車両のすれ

違いに支障をきたす街路樹や、老木化して倒木

や折れ枝の恐れがある街路樹については、交通

安全上において伐採・撤去が必要と考えていま

す。

市道箕面今宮線の街路樹の桜については、市

道の南側は車道上に街路樹が植栽されている

ため、バスや車のすれ違いに支障をきたしてお

り、街路樹に車両が接触する事故も起こってい

ます。また、市道の北側歩道は幅員が約 1.9ｍ

しかなく、街路樹が植栽されている箇所での歩

行者のすれ違いが難しい状況となっているこ

とから、交通安全上、街路樹の伐採・撤去が必



要と考えています。

伐採、撤去にあたっては、公共用地内で市が

所有・管理する樹木であっても、樹木の前の家

屋の方には、これまで長期にわたり、落ち葉の

清掃など管理面でご協力いただいていること

が多く、守り育ててきた経過があることから、

樹木の前の家屋の方の意向を確認したうえで、

残して欲しいという意向があれば、その意向に

沿って桜を残す考えとしています。

さらに、令和 5年 3月に桜の木の伐採案内を

現地に掲示して、沿道住民はもちろんのこと、

広く通行する市民にも周知を図っています。

車両の速度抑制対策については、工事完了後

の状況を確認した上で、警察と連携するととも

に、ハード整備で対応可能な方策を検討してい

きます。

12 電子申請について、視覚障が

い者等の配慮があるように

してほしい。

② 【総務部 行政改革・DX 推進室】

【健康福祉部 障害福祉室】

障害特性に関わらず、誰でも使いやすい電子

申請となるよう、新たなデジタル技術等の情報

収集に努めます。

13 代読代筆について、小学校中

学校などの通知も代読代筆

が必要である。箕面市と市民

の架け橋となる代読代筆の

制度を是非すすめてほしい。

② 【健康福祉部 障害福祉室】

代読代筆の実態やニーズの把握も含め、今後

検討していきます。


